


カメラはある意味ですごく不器用な機械ですから、人間の目で見たそのままに何かを再現することは不可能です。

直線的なものが歪んで見えたり、遠くのものが近くにみえたり、画面の一部にしかピントが合わなかったり、人間の

目には見えない色が写ったりします、不器用であるが故の制約がたくさんあるのがカメラなのです。

しかし、だからこそ写真にしか表現できないものがたくさんあるのだと思います。

写真はマジックです。嘘と本当、夢と現実が複雑に交差している世界だと言っていいのかもしれません。

あなたの撮った写真には、それが風景写真であれポートレートであれ、必ずあなた自身が写り込んでいます。

どんな世界を創り出すかはその写真を撮る人次第なのです。

カメラを自在に操り、イメージを形にする技術を身に付けたら、「写真」だからこそ表現できるあなただけの

「なにか」を創り出してみてください。

「写真」というメディアを使ってたくさんの人にメッセージを届けることが出来るようになるはずです。
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